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ピルビン酸キナーゼ (PK) には 3 つの主要なアイソザイム L型， M1 型 ， M2型が存在し，特有な酵
素機能と組織分布を示す。このうち L型は肝実質細胞に存在し高炭水化物食による著明な食餌性誘導
を受けることが知られている。しかし他のアイソザイムの酵素量調節機構については全く知られてい











































を in vivo で示した。近年ホルモンの共働作用による酵素誘導が in vitroの系において相次いで、見出
されているが，それが発達過程の変化に重要な役割を果していることを明かにした点で時宜を得た仕
事と言える。
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